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Ẹ㛫企業の研究開発投資（４つの領域） 

 

 

 ㈈�日本⥲合研究ᡤ）㸪᱓ᓥಟ一㑻（ி㒔大Ꮫ）㸪ᴬཎΎ๎（ἲᨻ大Ꮫ）�小Ⰻ┤（ۑ

 

 

 

１．ᴫ要 

研究開発をࠕ技術の困難度ࠖとࠕ市場の不明確さࠖを㍈に４つの領域に分け、ྛࠕ領域の研究開発投

資比率ࠖなどについてẸ㛫企業⣙ ����� 社に対してアンࢣート調査を実し（��� 社から回答）、ࢹー

市場の不明確な領域ࠖは、研究開発や事業化においてリスࠕ技術の困難度の㧗い領域ࠖやࠕ。を得たࢱ

クが㧗い領域といえる。本発表は、得られた調査結果をᇶに企業のリスクに対する考え方や、不確実な

ものにチャレンジする場合のㄢ㢟➼について考察するものである。 
 
２．調査実方ἲ 
本発表に⏝するࢹーࢱは、ᖹ成 �� 年度 経済⏘業┬⏘業技術調査ࠕイノベーション創出に資するᡃ

が国企業の中㛗期的な研究開発に関する実ែ調査ࠖのものであり、国ෆ企業へのアンࢣートにより調査

が行われた。（アンࢣート実期㛫㸸ᖹ成 �� 年 � ᭶ �� 日～ᖹ成 �� 年 � ᭶ �� 日） 
アンࢣート

調査対象 
発㏦㸸企業 ����� 社�研究開発にಀる業種からᢳ出㺂上場 ����� 社㺂未上場 ����� 社� 
回収���� 社（回収率 ����㸣） 

 
 ４つの領域ࠖとはఱかࠕ．３
 本発表で⤂する４ࠕつの領域ࠖとは、下のᅗに示すように研究開発をࠕ技術の困難度ࠖとࠕ市場の

不確実ࠖの２つを㍈として、４つに分けたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・領域１は、技術的難᫆度も低く、市場も明確であるため、᪤存の技術・〇ရ・事業のᘏ㛗⥺上のもの

が多いと考えられ、連⥆イノベーションが中心で、さらにその中でも難᫆度の低いものが多いと考え

られる。 

・領域２は、ニーズは明確だが、技術的に難しい領域であり、事業の連⥆性は強いが、㠀連⥆な技術が

求められる場合も多くあると思われる。このため、領域２への研究開発投資が多いということは、技

術面における㠀連⥆イノベーションに多くチャレンジしていると言える。 

・領域３は、技術的には難しくないが、市場が不明確な領域であり、市場開拓や市場創造が必要な領域

とも言え、事業における㠀連⥆イノベーションにつながる可能性がある。 

・領域４は、技術的に難しいだけでなく、市場も不明確であり、技術面・事業面ඹに㠀連⥆性が求めら

れる可能性が㧗くなると考えられる。リスクも大きいが、㏫に様ࠎな可能性がある領域である。 
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市場が明確で、技術的にも難しくな

く、競争が激しい領域㻌

領域４領域４領域４領域４㻌

技術的に難しく、市場も不明確で先が

見えない領域㻌

技術の困難度技術の困難度技術の困難度技術の困難度                          大㻌

領域２領域２領域２領域２㻌

ニーズは明確だが、技術的に難しい領域㻌
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技術的には難しくないが、市場が不明

確な領域㻌
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４．調査結果 

 ４つの領域ࠖに関する全体傾向ࠕ ���

（１）研究開発投資 

 ４つの領域に対する研究開発㈝のバランスは௨下のようになっている。 

ࠝ⌧≧の比率ࠞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࠝ１㸮年前との比較ࠞ 

 

 

 

 

 

 

 

ࠝ５年後への期待ࠞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）期待される成功確率とインパクトの大きさ 

ࠝ期待される成功確率ࠞ            ࠝインパクトの大きさࠞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、４つの領域に対する研究開発㈝の㓄分はۑ

領域１㸼領域２㸼領域３㸼領域４の㡰と

なっている。 
 
その中でもᅽಽ的に領域１と領域２が多ۑ

くなっており、市場が不明確な領域３・４

への投資は少ない。言うなれば、企業は市

場のニーズが明確な領域に重点投資して

いることが示されている。 

市場が不明確 

市場が明確 
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㉁ၥ㸸ྛ領域について、期待される成功確率は㸽 ㉁ၥ㸸ྛ領域について、成功した場合のインパクト（売上など）

༢㸸㸣 

㡰␒となっていて、企業は成功確率への期待ࡌ期待される成功確率は、研究開発投資の大きさと全く同ۑ

の大きさにᛂࡌて研究開発投資を行っていることがわかる。 
れも技術的難᫆度が㧗い領域であࡎ成功した場合のインパクトは、領域２と４が大きいとなったが、いۑ

り、技術の㧗度さに重きを⨨いていることがわかる。 

１㸮年前と比較すると、領域２の研ۑ

究開発がややቑえている。このཎᅉ

としては、研究開発において技術的

な困難度がቑしていることが考えら

れる。 

５年後への期待としては、領域１のۑ

比率を下げて、領域２・３・４の比

率を上げたい傾向だが、特に領域２

への期待が大きく、領域４がそれに

⥆いている。 
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（３）እ部連ᦠの必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４つの領域ࠖの研究開発㈝のバランスに対する傾向分ᯒ（クロス集ィ結果）ࠕ ���

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（将来ࣅジョンస成の᭷無ู集ィ） 
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（イノベーション創出による売上への貢献度ู集ィ） 
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０割以上１割未満 (n=124)  

１割以上２割未満 (n=296)  

２割以上４割未満 (n=284)  

４割以上 (n=135)  

領域１ 領域２ 領域３ 領域４ （単位：％）

እ部連ᦠの必要性は、領域４が最ۑ

も大きく、領域２がそれに次いで

いる。連ᦠの必要性は技術的難᫆

度を中心に考えていることが示さ

れている。 

ͤ⦪㍈のイノベーション創出による売上への貢

献度は、最㏆１㸮年㛫で⏕み出されたイノベ

ーションが⌧ᅾの売上に༨める割合を示して

いる。 

４つの領域に対する研究開発投資のバランスは、業種によるバラつきはあるものの、全業種的にۑ

領域１㸩領域２が領域３㸩４を大きく上回っている。 
・企業規模ูに見ると、大企業・中堅・中小企業でそれほど大きな差はないが、大企業の方が中堅ۑ

中小企業と比べて領域２の割合がやや㧗く、中堅・中小企業の方が領域３・４の合ィの割合がや

や㧗くなっている。 
イノベーション創出による売上への貢献度ูに見ると、貢献度の㧗い企業群ほど領域１の割合がۑ

低く、リスクある領域にチャレンジしていることが示されている。 
ジョンをᥥいていない企業群よりも領域１の割ࣅジョンをᥥいている企業群の方が、将来ࣅ将来ۑ

合が低く、よりリスクある領域にチャレンジしていることが示されている。 

（業種ู集ィ）                    （企業規模ู集ィ） 
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５．まとめ・考察 

（１）日本企業全体の研究開発投資に対する姿勢 

・研究開発を４つの領域に分け、それについて詳しく調査したのはまさに初めての試みである。 

・４つの領域に分けて調査したことにより、企業は市場が明らかな領域に対して重点的に研究開発を行

っていることを示すことができた。 

・５年後への期待として、比率を上げたい領域としては、領域２が最も多く、領域４がそれに次いでい

る。このことは、企業が技術の困難な領域へチャレンジしたいという気持ちが表れていると言える。 

・しかしながら、その一方で領域３への関心は低い。本調査は企業の研究開発部門を対象としたため、

こうした結果が得られたことは理解できる面もあるが、特に成功した場合のインパクト（売上などへ

の貢献）においても、領域３の評価が低いことは、技術の向上と比較して市場を切り開くことへのマ

インドの低さが表れていると言える。 

 

（２）時代の流れとの関連性 

・経済不況の中、企業の研究開発においても短期志向の傾向が表れていることは本要旨集の２Ｊ２１に

おいても述べたが、市場が明らかな領域である、領域１・２に対して重点的に研究開発を行っている

ことは、無駄な研究開発はできる限りしたくないという効率追求の姿勢が表れていると言える。 

・その一方で、市場が明確な領域は多くの競合相手が参入する領域でもある。特に、研究開発投資が最

も多い領域１は、技術的な困難度も低いため、新興国も含めて競争が激しくなり、シェアや収益性の

低下にもつながりやすい。５年後への期待として、領域１の比率を下げたいと考えている企業が多い

のは、できるだけ領域１では戦いたくないという気持ちの表れと考えられる。 

 

（３）リスクある領域へのチャレンジ 

・領域１を除いた領域２・３・４はリスクの大きな領域である。領域２は技術的なリスクへのチャレン

ジであり、領域３は市場的なリスクへのチャレンジともいえる。領域４はその両方であるため、まさ

に未知の領域へのチャレンジである。 

・領域１・２・３・４のバランスについて、業種による差が大きいのは当然と思われるが、企業規模に

は大企業・中堅企業・中小企業のどの企業群においても領域１の比率はほとんど変わらない。リスク

へのチャレンジに対するバランス感覚が企業規模には依存していないように見られる。ただし、領域

２～４のバランスにおいては、企業規模が大きくなるにつれて技術的に困難なことにチャレンジし、

企業規模が小さくなるにつれて市場開拓へチャレンジしているように見える。 

 

（４）研究開発投資の少ない領域３・４をどう考えるか 

・領域３・４は市場が不明確であるため、企業の研究開発投資の割合が少ないことは理解できるし、当

然であるとも考えられる。 

・領域３については全体的に関心が低く、どのようなものが該当するのか、回答した企業の方でもイメ

ージをつかみにくかった可能性があるが、例えばアップル社の iPhone、iPad、iPod などは技術的な

困難さよりも、発想の斬新さから市場が本当に受け入れてくれるのかは開発時点では不確実であった

と思われ、市場のニーズに合わせたというよりも市場を創り出していったという面が強く、これらの

ものは領域３であったと考えられる。その他にも、最初から新興国向けに開発を行うようなもの（リ

バース・イノベーション）も領域３と考えられる。 
・こうした事例を考えると、領域３は日本企業において必要なイノベーションであり、本調査では関心

が低いものの、市場開拓または市場創造につながるようなイノベーションにもっと積極的にチャレン

ジすべきと考える。 

・前述のように、領域４は未知の領域へのチャレンジであり、多くの困難さを伴うが、領域３を拡げつ

つもその中から領域４にもチャレンジする、あるいは領域２から新たな市場創造につながるようなも

のを探していくなどのアプローチも考えられる。領域４についても、領域３同様に日本企業が将来に

向けて強化を検討すべき領域と考える。 

 




